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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】近年COPD患者における末梢運動筋の機能不全が注目されている。近赤外線分光法（near-infrared 
spectroscopy、NIRS）は運動筋における酸素動態を非侵襲的に測定することが可能である。今回COPD患者の運
動筋における有酸素能と運動耐容能との関係を明らかにするために、呼気ガス分析器及びNIRSを用いて運動負
荷後の回復期酸素摂取量動態及び末梢筋内酸素動態について検討した。 
【方法】COPD患者15例及び健常者5例を対象とした。最大耐容負荷量（maximal work rate）の50％の負荷量で
定常負荷試験を行い、呼気ガス分析による酸素摂取量を測定し、回復期の時定数（τV
･
O2off）を計算した。また、
NIRSを用いて下肢筋における筋内酸素化ヘモグロビンの濃度変化を測定し、同じく回復期の時定数（τHbO2off）
を計算した。 
【結果】COPD患者群のτV
・
O2off及びτHbO2offは健常群に比し有意な延長を示した。τV
・
O2offは一秒量（r=-0.665、
p＝0.0054）及び％一秒量（r=-0.642、p=0.0084）と有意な負の相関を認めた。また、τV
・
O2offはmaximalV
・
O2（r=-0.572、
p＝0.0242）及びmaximal work ate（r=-O.644、p=0.008）と有意な負の相関を示し、逆にτHbO2off（r=0.684、
p=0.0038）とは有意な正の相関を示した。 
【結論】COPD患者において回復期の酸素摂取量動態は運動耐容能や末梢筋での筋酸素化レベルの回復動態と関
係することが示された。これにより運動筋における有酸素能がCOPD患者の運動耐容能を規定する因子のひとつ
であることが示唆された。また、NIRSはCOPD患者における筋内酸素動態の変化を測定する上で有用な手段のひ
とつと考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】近年COPD患者における末梢運動筋の機能不全が注目されている。近赤外線分光法（near－infrared 
spectroscopy、NIRS）は運動筋における酸素動態を非侵襲的に測定することが可能である。今回COPD患者の運
動筋における有酸素能と運動耐容能との関係を明らかにするために、呼気ガス分析器及びNIRSを用いて運動負
荷後の回復期酸素摂取量動態及び末梢筋内酸素動態について検討した。 
【方法】COPD患者15例及び健常者5例を対象とした。最大耐容負荷量（maximal work rate）の50％の負荷量で
定常負荷試験を行い、呼気ガス分析による酸素摂取量を測定し、回復期の時定数（τV
・
O2off）を計算した。また、
NIRSを用いて下肢筋における筋内酸素化ヘモグロビンの濃度変化を測定し、同じく回復期の時定数（τHbO2off）
を計算した。 
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【結界】COPD患者群のτV
・
O2off及びτHbO2offは健常群に比し有意な延長を示した。τV
・
O2offは一秒量（r=-0.665、
p=0.0054）及び％一秒量（r=-0.642、p=0.0084）と有意な負の相関を認めた。また、τV
・
O2offはmaximal V
・
O2（r=-0.572、
p=0.0242）及びmaximal work rate（r=-0.644、p=0.008）と有意な負の相関を示し、逆にτHbO2off（r=O.684、
p=0.0038）とは有意な正の相関を示した。 
【結論】COPD患者において回復期の酸素摂取量動態は運動耐容能や末梢筋での筋酸素化レベルの回復動態と関
係することが示された。これにより運動筋における有酸素能がCOPD患者の運動耐容能を規定する因子のひとつ
であることが示唆された。また、NIRSはCOPD患者における筋内酸素動態の変化を測定する上で有用な手段のひ
とつと考えられた。よって、本研究は運動筋における有酸素能がCOPD患者の運動耐容能を規定する因子のひと
つであることを示したことから、本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるのに値するものと認められた。 
 
